
現在、清酒の海外輸出数量は増加傾向にあるが、清
酒に微量存在するカルバミン酸エチルは国ごとに基準
値が設けられているため、対策が急務である。

そこで本研究では、昨年度選抜したカルバミン酸エチ
ルの前駆体である、尿素を生産しないアルギナーゼ欠
損県酵母について、スケールアップ試験を行い製造現
場レベルでの実用性について検討を行った。
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●中規模発酵試験、大規模発酵試験のスケールアップ試験を行い、酵母の発酵性の確認や生成酒の
一般成分、香気成分を分析し、製造現場での実用性について検討する。

① 中規模発酵試験

●選抜株のスケールアップ試験の結果、現場での実用性は高いことが示唆された。

昨年度選抜した酵母4
株について、総米5kgに
より純米酒を製造した
（表１）。

選抜株の尿素とカル
バミン酸エチルは親株と
比べ大幅に減少してお
り、カルバミン酸エチル
はすべての株において
不検出であった（表２）。

選抜株は順調な発酵
経過を示し、一般成分
の酸度やアミノ酸度につ
いて、選抜株は親株と
比べほとんど変わらな
かった。

選抜株の酢酸イソアミ
ルやカプロン酸エチル
は親株と比べ同等かそ
れ以上であり、官能評
価（1：優～5：劣）も親株
に比べ同等以上であっ
た。

② 大規模発酵試験

表１ 中規模発酵試験条件
大規模発酵試験は、
異なる原料米、精米歩
合、仕込規模で行った
（表３）。

選抜株は順調な発酵
経過を示し、一般成分
や香気成分において、
スケールアップに伴う
欠点は見受けられなか
った。

一部の酵母において
尿素がやや高い値とな
ったが、これは蔵付酵
母等の混入の可能性
が考えられた。

官能評価では酵母由
来の欠点は認められ
ず良好であり、選抜株
は製造現場での実用
性は高いことが示唆さ
れた（表４）。

表２ 中規模発酵試験結果

表３ 大規模発酵試験条件

表４ 大規模発酵試験結果


